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月と十二支

晩春は十二支で
【辰の月:

辰は振で「ふるう」の意。

陽気がみなぎり
活力が旺盛になる頃。

shake it up baby now― ♪

～はじめに～

さて晩春。
個人的には今年のスタートは、ずいぶんと遅いイメージ。

ちょうど春分あたりをさかいに
大きな意味で、ようやくスタートが切れたという表現がぴつたりな感じ。

胸躍るほうへ、想いのままに
この晩春を、色んな方と一緒になって楽しみたいと思つています。

今月もどうぞよろしくお願いいたします。
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